
 

 

[シュート]12:7 [GK]8:18[CK]5:3 [PK]0:0[直接 FK]18:21

[間接 FK]6:2[OS]5:2 

[主審]塩川拓司 [観衆]約 3800人 

【駒】20分:登尾顕徳 (C)、46分：川田和宏 (C)、

【韓】76分：ハン・スンヒョン (C)、89分：チェ・

ソンヒョン (C) 

警告(C)／退場(S) 

K O R E A   

GK①チョ・ミンヒョク (4)
DF③キム・ジェヒョク(4)
DF⑤ファン・ジュン (3)
DF⑥パク・ビョンギュ(4)
MF⑦チェ・ソンヒョン(4) 
MF⑪ハン・スンヒョン(2) 
MF⑫キム・ヨンサム (4) 
MF⑮キム・ジョンホ (4) 
MF⑰イ・ギョチョル (4) 
MF⑨ハ・スンヨン (3) 
(85分⑯パク・ジョンチャン(4))
FW⑩ハン・ジョンウォン(3)
(？分⑲チャ・ゴンミョン(4))

S U B 

GK⑱チョ・ジョンヒ (2) 
DF④キム・テゴン (4) 
MF②キム・インギョ (4) 
MF⑧パク・スンヨン (3) 
FW⑭キム・サンギ (4) 

M A N A G E R 

ハン・ムンベ 

J A P A N    

GK⑳阿部伸行(2) 
DF②小林 亮(4) 
DF④江添建次郎(4) 
DF③登尾顕徳(3) 
DF○21深谷友基(4) 
MF⑦中後雅喜(4) 
MF⑨前田雅文(4) 
(56 分⑬高橋大輔(3)) 
MF⑭藤本淳吾(3) 
MF⑮川田和弘(4) 
FW⑪原 一樹(2) 
FW⑯赤嶺真吾(3) 
(45 分⑩田代有三(4)) 

S U B 

GK①竹内和也(4) 
DF③藤田義明(4) 
DF⑤長野 聡(4) 
MF⑧保坂一成(4) 
FW⑰久保田 学(4) 

M A N A G E R 

乾 真寛 

【韓】８分：ﾊﾝ・ｼﾞｮﾝｳｫﾝ(ｷﾑ・ｼﾞｮﾝﾎ) 

【日】11 分：小林亮 

【韓】21 分:ﾁｪ・ｿﾝﾋｮﾝ 

【日】44 分:江添建次郎 

【日】89 分:田代有三(藤本淳吾) 

４月４日 13:30        国立霞ヶ丘競技場  

韓國 １－０ 
２－２

日本 ３( )２ 
得点者(アシスト) 
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ＦＯＲＺＡ駒沢は毎週金曜に発行！お
便り、感想、バックナンバー希望などは

こちらまで 
〒154―8525 東京都世田谷区駒澤 1―

23－1 駒澤大学マスコミ研究所内｢駒
大スポーツ・サッカー班｣ 

Ｅメールforzakomazawa@hotmail com

次次節節はは駒駒沢沢でで順順天天堂堂大大とと対対戦戦！！
＜日程＞４月 17 日（土） 12：00～ 
＜場所＞駒沢オリンピック公園総合運動場陸上競技場 
＜相手＞順天堂大学 
●東急田園都市線｢駒澤大学｣下車、徒歩 10 分。駒沢

オリンピック公園方面出口を出たら、すぐ前の道を

右折して直進。左手に国立第二病院が見えてくると、

その向かいが駒沢陸上競技場

デンソーカップ ～J への登竜門～ 
 デンソーカップとはサッカー全日本大学選抜と全韓国大学選

抜が対戦する大会。今回から｢第１回日韓定期戦｣と名称が改まっ

た。そもそもデンソーカップは大学からプロ＝Ｊリーグを目指す

選手にとって欠かせない飛躍の場である。近年、駒大からも深井

正樹(現・鹿島)、巻誠一郎（現・市原）、中田洋介(現・仙台)、

橋本早十(現・大宮)ら、他大では流経大の阿部吉朗(現・東京)、

東学大の岩政大樹(現・鹿島)らがＪへの足がかりを築いた。また、

97 年には韓国代表の安貞桓(横浜)、01 年には日本代表の坪井慶

介(浦和)も出場していた。デンソーカップはプロを目指す選手に

とって重要な意味のある大会なのである。 
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（
永
峰

綾
）

【表彰選手】 
◇最優秀選手、ベストＦＷ  

田代有三(福岡大) 
◇ベストＧＫ 
    阿部伸行(流経大) 
◇ベストＤＦ 
    江添建次郎(桃山大) 
◇ベストＭＦ 
    チェ・ソンヒョン(湖南大)※上記データは全て左側の数字が全日本大学

選抜。名前の横のカッコは学年。 

▲試合後、昨年の雪辱

をはらした中後は喜び

を語った 

▲ 韓国先制点の直後、

同点ゴールをたたき出

した小林(左) 

ロスタイム、逆転ゴールを決

めた田代(左から２番目)を

祝福する選手たち 

(カメラ・野澤俊介)


